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第
２０
回
よ
こ
は
ま
技
能
ま
つ
り
開
催

平
成
十

一
年
十
月
二
十
四
日
（日
）
、
快
晴
の
も
と
で

「第
２０
回
よ
こ
は
ま
技
能
ま
つ
り
」
（よ
こ
は
ま
技
能
ま

つ
り
実
行
委
員
長
　
川
上
三
賓
）
が
山
下
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
皆
さ
ん
達
が
、
日
頃
、
生
活
に
か
か

わ
る
技
能
を
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
技
能
及
び

市
民
文
化
の
振
興
を
計
る
も
の
で
、
今
回
は
三
九
団
体

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
高
秀
秀
信
市
長
ほ
か
多
く
の
方
々
が
出
席

さ
れ
る
な
か
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
な
わ

れ
、
こ
の
後
、
木
遣
り
、
纏
い
振
り
を
先
頭
に
会
場
巡

行
で
幕
が
お
と
さ
れ
ま
し
た
。

各
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
は
、
実
演
、
作
品
展
示
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
作
品
直
売
等
が
行
わ
れ
、
黒
山
の
人
だ
か

り
や
長
蛇
の
列
が
数
多
く
見
う
け
ら
れ
場
内
は
熱
気
に

つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

一
方
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
洋
服
商

工
業
協
同
組
合
に
よ
る
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
、
屋

外
広
告
美
術
協
会
に
よ
る

「大
筆
に
よ
る
文
字
書
き
」
、

寝
具
商
工
会
に
よ
る
「座
布
団
の
仕
立
て
」
、
着
付
士
協

会
に
よ
る

「帯
結
び
シ
ョ
ー
」
な
ど
の
技
能
が
披
露
さ

れ
、
お
よ
そ
三
万
人
の
市
民
や
観
光
客
の
方
々
が
堪
能

し
、
終
日
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

開催のあいさつをする川上三賓会長



技能まつリスナップ

看板製作士さん達の大筆による文字書き 鳶職の皆さんによる木遣り・纏い振り巡行で
会場をもり上げる

着付士さん達の帯結びショー

手づくり品の実演

ものづくり体験 !!ちびっこ工作 おいしい物品販売
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敬
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略
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技
能
功
労
者
・優
秀
技
能
者
が

表
彰
さ
れ
る

平
成
十

一
年
十

一
月
二
十
五
日
（木
）
、
第
三

十
三
回
横
浜
市
技
能
功
労
者
表
彰
式
及
び
第
三

十

一
回
横
浜
市
優
秀
技
能
者
表
彰
式
が
ワ
ー
ク

ビ
ア
横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
技
能
功
労
者
と
し
て
は
本
協
議
会
の

國
峯
正
美
副
会
長
を
始
め

一
〇
六
人
が
、
ま

た
、
優
秀
技
能
者
と
し
て
、
本
協
議
会
理
事
で

着
付
士
の
高
橋
清
子
さ
ん
を
始
め

一
一
五
人
が

高
秀
秀
信
横
浜
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

技
能
功
労
者
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
全
国
に

（

先
駆
け
て
実
施
し
た
も
の
で
、
優
れ
た
技
能
を

持
ち
、
他
の
方
々
の
模
範
と
な
っ
て
ご
活
躍
中

の
方
を
表
彰
す
る
制
度
で
、
平
成
十

一
年
度
ま

で
に
一一一、
三
八
七
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
優
秀
技
能
者
は
、
昭
和
四
十
四
年

か
ら
、
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
将
来
を
担
う
方
々
を
対
象
に
表
彰
す
る
制

度
で
、
平
成
十

一
年
度
ま
で
に
四
、
三
四
六
人

の
方
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
、
高
秀
秀
信
横
浜
市
長
か
ら
、
「永
年
に

わ
た
り
そ
の
道

一
筋
に
打
ち
込
ん
で
こ
ら
れ
、

他
の
技
能
職
者
の
模
範
と
し
て
指
導
的
な
役
割

を
担
っ
て
お
ら
れ
る
受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
ね
ぎ

ら
い
ま
す
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
で
は
、

市
長
を
交
え
て
、
受
賞
者
が
和
や
か
な
雰
囲
気

で
懇
談
さ
れ
、
受
賞
に
華
を
添
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第
２
回

横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
ま
つ
り
開
催

平
成
十

一
年
十

一
月
七
日
（日
）
、
横
浜
産
貿

セ
ン
タ
ー
で
約
三
千
人
の
市
民
の
参
加
の
も

と
、
第
二
回
横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ

の
ま

つ
り

は
、
市

民

に
対

し
、
モ
ノ
づ
く
り

の
良

さ

へ
の
理

解
を
深

め

て
も

ら
う

こ
と
を

目

的
に
、
昨
年
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
卓
越
し

た
技
能
を
持

つ
、

三
二
人

の
横

浜

マ
イ

ス
タ
ー

の

皆
さ
ん
の
技
能
披
露
を
は
じ
め
、
四
人
の
マ
イ

ス
タ
ー
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
に

は
、
高
秀
秀
信
横
浜
市
長
夫
妻

（写
真
）
も
参

加
さ
れ
、
モ
ノ
づ
く
り
の
良
さ
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
市
民
が
耳
を
傾
け
た

「技
能

尊
重
の
風
土
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
、
子
ど
も
達
の
体
験
学
習
の
機
会

と
し
て

「子
ど
も
技
能
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
終
日
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
モ
ノ
づ
く
り
の
良
さ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

表彰状を授与される国峯正美副会長



「市
長
と
語
る
会
」

冑
年
部
代
表
吉同秀
秀
信
市
長
と
な
ご
や
か
に
懇
談

平
成
十

一
年
十
月
二
十
九
日

（金
）
午
前
十

時
か
ら
市
長
公
舎
に
お
い
て
、
一局
秀
秀
信
市
長

と
技
連
協
青
年
部
代
表
者
十
三
名
と
の
「市
長

と
語
る
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
は
青
年
部
員

一
同
緊
張
の
う
ち
に
始
ま

り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
職
人

と
し
て
、
こ
の
社
会
に
入
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
や
動

機
に
つ
い
て
切
り
出
し
ま
し
た
。

当
初
、
専
ら
聞
き
役
だ
っ
た
高
秀
秀
信
市
長

も
各
部
員
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
業
界

の

抱
え
る
問
題
や
悩

み
に

つ
い
て
、
と

り
わ
け
、
大
量
生

産
商
品

の
出
回
り

と
手
仕
事
、
手
作

り
品
と

の
競
争

、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

と
技
能
、
技
術

の

あ
り
方
な
ど
に
話

が
及
ぶ
と
、
さ
す

が
、
技
術
者
出
身

の
高
秀
秀
信
市
長

も
持
論
を
お
持
ち
で
、
活
発
に
話
が
弾
み
ま
し

た
。高

秀
秀
信
市
長
か
ら
は
、
『現
在

の
社
会
は
、

価
格
が
高
く
て
も
良

い
も
の
を
求
め
る
か
、
安

く
て
大
量
に
供
給
さ
れ
、
長
持
ち
な
ど
は
問
わ

な
い
も
の
で
も
良

い
、
と
い
う
二
極
化
、
二
者

択

一
を
迫
ら
れ
て
い
る
時
代
に
な

っ
て
い
る
。

職
人
さ
ん
も
、
新
し
い
技
術
に
も
挑
戦
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
技
能
を
磨
き
、
開
発
し
、
環
境
問
題

な
ど
も
に
ら
ん
で
、
手
作
り
の
安
全
、
安
心
な

ど
に
つ
い
て
、
も

っ
と
提
案
し
、
説

い
て
行
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
』
と

い
う
よ
う
な

ア
ド
バ
イ
ス
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
談
は
、
緊
張

の
上
に
も
、
あ

っ
と
言
う
間

の
二
時
間
で
し
た
。

懇
談
終
了
後
、
高
秀
秀
信
市
長
自
ら
、
青
年

部
代
表
者
を
市
長
公
舎
の
前
庭
に
案
内
さ
れ
、

芝
生
の
上
で
の
談
笑
が
続
き
、
ご

一
緒
に
写
真

も
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ひ
と
と
き
を

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

（高
秀
秀
信
市
長
と
語
る
会
出
席
者
　
順
不
同
敬
称
略
）

和
裁
。
加
藤
憲

一
、
木
型
・
佐
々
木
隆
行
、
捺
染
型
・

加
納
希
夫
、
建
築
。
川
上
善
紀
、
石
工
・
臼
井
瑞
穂
、

屋
外
広
告
・
三
村
光

一
、
建
具
・
関
　
清
隆
、

屋
外
広
告
。
三
木
慎
介
、
煮
豆
惣
菜

・
小
原
一
格
、

板
金
。
見
留
一
利
、
印
章
・
赤
坂
剛
彦
、

捺
染
型
。
堀
内
裕
司
、
石
工
・
山
本
龍
平

（

お
知
ら
せ

人
権
啓
発
講
演
会

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
平
成
１２
年
１
月
１８
日
（火
）

午
後
３
時
～
５
時

場
所
　
横
浜
市
技
能
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
　
「今
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

～
人
権
問
題
を
め
ぐ

っ
て
」

講
師
　
田

村

正

男

氏

（
ン
ャ
ー
ナ
リ
ス
↓

お
問
い
合
わ
せ

（３

横
浜
市
勤
労
福
祉
財
団

Ｔ

Ｅ

Ｌ

６
８
１

１
６
５
５
３




